
2026年 7月 12日（日）第 561回・台湾からの研修生と

の対話 

 

このラジオ番組「グラウンドワーク三島・アクショントーク」では、ホス

トの渡辺豊博氏（ジャンボさん）と岡本真由美氏が、ミュージカル『マン

マ・ミーア！』の感想を述べた後、台湾から研修に来ている柯さんをゲスト

に迎えました。 

対談では、柯さんが三島に抱く魅力や、グラウンドワーク三島の活動理念

への深い共感が語られ、彼女が執筆する修士論文への期待が示されました。 

オープニングトーク：ミュージカル『マンマ・ミー

ア！』の魅力 

番組は、ホストの渡辺氏が、前日の 2026年 7月 9日（木曜日）に神奈川

芸術劇場で鑑賞したミュージカル『マンマ・ミーア！』の話題から始まりま

した。 

この作品は、ABBAの楽曲を 22〜23曲使用し、ギリシャの島を舞台に母ド

ナと娘ソフィの人生ドラマを描いたものです。 

渡辺氏はイギリスで 23回、日本でも７回、合計で 30回近く鑑賞している

ほどの熱心なファンであり、毎回演出や衣装、役者が少しずつ変わるため、

何度見ても飽きないと語りました。 

特に、娘の結婚を前にした巣立ちを歌うシーンと、元恋人への複雑な想い

を歌うシーンには深く感動し、涙でタオルが 2枚必要になるほど泣いたと熱

弁しました。 



この公演は 8月上旬まで行われ、その後、広島に巡業する予定であると

し、人生の苦労や秘密が歌と踊りに凝縮された素晴らしい作品であり、気分

転換も兼ねて、リスナーに鑑賞を強く勧めました。 

ゲスト紹介と研修の背景 

本日のゲストとして、台湾の社区大学全国促進会に所属し、曁南国際大学

の学生でもある柯さんが紹介されました。彼女は 6月 26日からグラウンド

ワーク三島で研修を行っており、三島の活動を分析して、修士論文を執筆す

ることを目的としています。 

柯さんとグラウンドワーク三島との関わりは、個人的な旅行で、三島を訪

れた際、組織の上司に連れられてグラウンドワーク三島を訪問したことから

始まりました。その出会いがきっかけとなり、グラウンドワーク・マニュア

ルを台湾語に翻訳する活動へと発展しました。 

その後、柯さんの所属する社区全国促進会と曁南国際大学、そしてグラウ

ンドワーク三島の 3者間で MOU（覚書）が締結され、その実習生として、

柯さんが選抜され、フィールドワークと調査を行っているという経緯が説明

されました。 

研修生から見た三島の魅力と変化 

柯さんは、今回で 4回目となる三島訪問を通じて感じた印象を語りまし

た。前回訪問時と比較して、今回は涼しく、特に夜の涼しさは「水の都」三

島ならではの影響ではないかと推測しています。 

これまでの滞在では、源兵衛川の下流にある農家や中郷エリアまで足を延

ばした経験もあり、三島全体が美しく、水が身近にある環境に良い印象を持

っていると述べました。 

また、源兵衛川を訪れるたびに GoProで録画しており、水位や植物の生育

状況が毎回異なることを定点観測的に楽しんでいると明かしました。 

特に源兵衛川の 8つのゾーンの中で 6ゾーンが気に入っており、家の前に

川が流れる風景が、台湾の歌にもある「のどかな理想の生活」のイメージと

重なり、自身もそのような場所に住んでみたいと感じると語りました。 

一方で、富士山をはっきりと見る機会には恵まれておらず、境川・清住緑

地からは見たものの、いつか素晴らしい景色を体験したいとの希望も示しま

した。 

グラウンドワーク三島の理念への共感 



対談の中で、柯さんはグラウンドワーク三島の活動理念、特に、源兵衛川

の整備コンセプトに対する深い理解を示しました。「水と生活」「水と歴

史・文化」といったテーマ性や、特に気に入っている 6ゾーンの風景が、自

身の理想の生活像と重なると述べました。 

これに対して、渡辺氏は、源兵衛川の大きなコンセプトが「都市と農村を

結ぶ水の道」であると解説。かつては軽視されがちだった川を、上流と下流

を結びつけることで、人体における血液のように地域全体を一体化させる狙

いがあったと説明しました。 

その中で、源兵衛川は「心臓」の役割を担っていると例え、柯さんが、そ

の狙いを正確に理解してくれていることに喜びを表しました。このやり取り

を通じて、グラウンドワーク三島の理念が、海外の研修生にも的確に伝わっ

ていることが明らかになりました。 

今後の展望と番組の締めくくり 

番組の終盤では、柯さんの今後の計画について語られました。 

彼女は今回の研修期間中に、グラウンドワーク三島の関係者 20名へのヒア

リングを完了しており、今後 1年かけて、その内容を基に、修士論文を執筆

する予定です。 

渡辺氏は、この論文が、グラウンドワーク三島の 34年間の活動を集大成す

るものとして、大きな期待を寄せていると述べました。 

また、雑談の中で、台湾にもポッドキャスト番組があり、柯さん自身も参

加経験があることが話題に上りました。 

最後に、ホストの両氏は、ゲストの柯さんと通訳の高さんへ感謝の言葉を

述べ、番組を締めくくりました。 


